
 

 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

多⾯体の性質を理解する授業 
オイラーの多⾯体定理を導きその有⽤性を実感する。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⽬的・概要の説明 
三⾓柱、三⾓錐などのように多⾓形の⾯
で囲まれた⽴体を多⾯体という。多⾯体
にはどのような性質が成り⽴つか、具体
的な計算を通して考えていくことを説明
する。 
 
 
 
導⼊ 
⾔葉の確認：凸多⾯体、正多⾯体 
 
正多⾯体は、正四⾯体、正六⾯体（⽴⽅
体）、正⼋⾯体、正⼗⼆⾯体、正⼆⼗⾯
体の 5 種類しかないことが知られてい
る。 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：正多⾯体の⾯、頂点、辺の数からオイラーの多⾯体定理を導き、デルタ多⾯体に

応⽤することで、定理の有⽤性を実感させる。 
⽣徒向けの⽬標：多⾯体の性質を理解する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・探究学習促進   ：授業⽀援機能により、個別探究や協働探究に対するプロセス評価を含めたフィ

ードバックを即座に⾏うことで、探究活動を促進・深化させることができる。 
・協働学習促進   ：個別学習→グループワーク→発表→議論のサイクルを効率化することで、協働

学習による理解の向上を促進する。 
・⽣徒の集中⼒アップ：授業⽀援機能を⽤いることで、⽣徒それぞれが授業中に⾏った活動に対して授

業中に評価することができる。 

step2 教員が⽤意したテキストふせんを
電⼦⿊板などに映し、既習事項を
確認する。 
 

step1 

【数学 A】 
図形の性質（空間図形） 

多⾯体の性質 
 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題の共有 
課題 
「正多⾯体について、⾯の形、⾯の数、
頂点の数、辺の数を調べて、どのような
性質が成り⽴つか考えてみよう。」 
正⼋⾯体を例に考え⽅を説明し、全体で
共有した上で課題に取り組ませる。 
 
 
 
個別学習 
個⼈で課題に取り組む。 
成り⽴つ性質については、次のようなも
のが想定される。 
・表を縦に⾒て、偶数や何かの倍数に着
⽬する 
・表を横に⾒て、⾯の数、頂点の数、辺
の数を⽐較したり、和を考えたりする 
偶数同⼠の和は偶数になることや、3 つ
のうち 2 つの和を考えてみることなどを
ヒントに、⽣徒⾃⾝が「頂点の数＋⾯の
数＝辺の数+2」であることに気づくよ
うに誘導する。 
 
 
 
定理の発⾒と考察 
⽣徒から性質を発表してもらった上で、 
オイラーの多⾯体定理を紹介する。 
「凸多⾯体の頂点、辺、⾯の数をそれぞ
れ、𝑣, 𝑒, 𝑓とすると、𝑣 − 𝑒 + 𝑓 = 2が成
り⽴つ」 
オイラーの多⾯体定理が。正多⾯体以外
でも成り⽴つことを、デルタ多⾯体を例
に考察させる。 
まず、正多⾯体の、各頂点に集まる⾯の
数はすべて等しいという条件を外した場
合にどのような⽴体ができるかを考えさ
せる。1 つの頂点に集まる⾓の和に注⽬
させ、中⼼⾓の合計は 360 度未満である
という空間図形の基本に⽴ち返り、すべ
ての⾯が正五⾓形、正四⾓形で囲まれた
凸多⾯体はそれぞれ 1 種類しかできない
ことを確認する。正三⾓形に関しては、
4 枚（正四⾯体）から 2 枚ずつ増やして
いけば、10 枚までは凸多⾯体ができる
と考えられることを、全体で共有する。 
次に、デルタ多⾯体の説明をする。すべ
ての⾯が正三⾓形でできている凸多⾯体
のことをデルタ多⾯体といい、デルタ多
⾯体は、正多⾯体を含めて全部で 8 種類
できることを説明する。 
そして、「デルタ多⾯体のうち正多⾯体
でないものについて、⾯の数から、辺の
数、頂点の数を求めてみよう。」という
発問をする。 
 
 
 

課題が書かれたテキストふせんを
電⼦⿊板やプロジェクターを⽤い
て投影し、⽣徒に考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
あらかじめファイルふせんに⽤意
したワークシートを授業⽀援機能
で⽣徒に送信する。 
ワークシートに⼿描き機能で直接
描き込ませて、提出してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⽣徒に発表してもらう性質は、教
員がテキストふせんに直接書き込
む。定理やデルタ多⾯体の説明、
発問などは、あらかじめテキスト
ふせんやファイルふせんに⽤意し
ておき、電⼦⿊板やプロジェクタ
ーを⽤いて投影し、説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教員が⽤意したふせんを電⼦⿊板
やプロジェクターを⽤いて投影
し、説明する。 
 
 

step4 

step5 

step3 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループワーク 
クラスをいくつかのグループに分け、教
え合いながらに取り組ませる。 
ここでは、多⾯体の形は⾒せずに考えさ
せる。つまずいているグループには、1
つの⾯には 3 本の辺があること、1 つの
辺に集まる⾯の数が 2 であること、⾯の
数、頂点の数、辺の数のうち 2 つが分か
れば、オイラーの多⾯体定理を利⽤でき
ることなどを適宜ヒントとして与える。 
 
 
 
答え合わせ 
各グループの結果を⾒ながら答え合わせ
をしていく。イメージしにくい、デルタ
⼗⼆⾯体、⼗四⾯体、⼗六⾯体について
は、図を利⽤しながら説明し、答え合わ
せをする。 
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
まとめ 
定理の有⽤性を確認する。オイラーの多
⾯体定理を利⽤すると、形が想像できな
い複雑な凸多⾯体であっても⾯の数か
ら、辺や頂点の数を正確に求めることが
できる。また、すべての辺や頂点の数を
数え上げなくても、求めることができ
る。ただしドーナツのように⽳が空いて
いる多⾯体や、L 字型に凹んでいたりす
るものについては利⽤できないことを補
⾜する。 
 
宿題 
教科書 p.126 を読み、練習 1 に取り組
む。 
 
 
 
参考・補⾜ 
今⽇、学習した多⾯体は、他にもさまざ
まな視点で分類がなされ、さまざまな性
質が考えられている。興味があれば⾃分
で研究し、理解を深めてほしいという意
図を持った授業であることを説明する。 

 
あらかじめファイルふせんに⽤意した
ワークシートを授業⽀援機能で⽣徒に
送信する。 
グループごとにワークシートに⼿描き
機能で直接描き込ませて、提出しても
らい、各グループの結果を⼀覧できる
ようにしておく。 
 
 
 
 
 
 
多⾯体の図については、教員が⽤意し
たテキストふせんを電⼦⿊板やプロジ
ェクターを⽤いて投影し、説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
教員が⽤意したテキストふせんを電⼦
⿊板やプロジェクターを⽤いて投影
し、説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業の意図を伝える際の補助として、
下の YouTube 動画の URLを貼り付
けたリンクふせんを授業⽀援機能を⽤
いて配布し、視聴を促す。 
「演習・アウトプットの構成に 
オイラーの多⾯体定理【超わかる！⾼
校数学Ⅰ・A】〜演習〜」 
（https://www.youtube.com/watch?v
=HlCVAmm_yWo&t=1s） 
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